
事例 18  長野県中野市   ～公用車を利用した移動支援～ 

 
 市 の 面 積 ： 112.2㎢ 

 市 の 人 口 ： 43,909 人（H27 年国勢調査） 

 選挙人名簿登録者数： 37,957 人（H28 参（選挙時登録）） 

 投 票 所 数 ： 23 箇所 

 期 日 前 投 票 所 数 ： 12 箇所（公共施設、商業施設） 

 直 近 選 挙 の 投 票 率 ： 59.34%（Ｈ28 参）43.91％（Ｈ27 県議）50.74％（H26 衆） 

 18、19 歳の投票率： 18 歳：50.11％、19 歳：32.29％（Ｈ28 参） 

 

 
中野市では平成２４年３月に投票所の見直し（統廃合）を行い、それまで３５箇所あった投票所が２

３箇所に減ることとなった。中でも、中小屋地区及び牧ノ入地区（同一投票区）は、従来の投票所から

統廃合後の投票所までの距離が全区の中で最も遠い約 5.4 ㎞となったため、統廃合の際に行った説明会

では、自治会長より移動支援の強い要望が寄せられた。そこで、両地区にて、当日に送迎による移動支

援を実施することとした。 

移動支援に用いる車両は、費用面を考慮して公用車とし、実施回数や時間については自治会長と協議

の上、平成 24 年の市長選から実施した。 

以降、運行回数の見直しを行いながら、平成２８年の参院選を含めたすべての選挙において実施して

いる。 

 

 

今回の参院選における取組状況は、以下のとおりである。 

・実施時期：７月１０日（日） 

・対象地域：中小屋地区及び牧ノ入地区 

（旧投票所と新投票所までの距離（約 5.4 ㎞）が遠くなった地域） 

・運行形態：公用車（１０人乗り） 

・運行路線：両地区からアクセスしやすい旧牧ノ入公会堂前から新投票所（倭小学校） 

・周知方法：対象地域への周知文の配布 

なお、中野市では、平成 26 年の県知事選及び衆院選では、統廃合区を中心に旧牧ノ入公会堂を含む

６箇所に出張期日前投票所を２日間で２時間ずつ開設した経緯がある。しかし、旧牧ノ入公会堂が他の

出張期日前投票所開設地域と離れており、出張期日前投票所がすべての地区を巡回するのに２日以上か

かってしまうことや、旧牧ノ入公会堂の出張期日前投票所の利用者が少なかったことから、平成２７年

の県議選からは旧牧ノ入公会堂には出張期日前投票所を開設せず、中小屋地区及び牧ノ入地区に対する

支援は、当日の移動支援のみとするよう見直しを行い、今回の参院選も同様の実施とした。 

事業費については、公用車を職員が運転している（選挙管理委員会から他部署へ出役依頼をした市職

員が運転手兼案内人を兼ねる）ため、ほとんどかからず、利用者も無料としている。 

  

取組内容 

取組に至る経緯 
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（過去の選挙における運行状況と利用者数） 

選挙名 運行回数 利用者数 備考 

H24 市長選 

３回 

（午前 10 時、午後１時、３時） 

4 人  

H24 衆院選 不明  

H25 参院選 不明  

H26 市議選 不明  

H26 知事選 １回（午後１時） 0 人 ※ 出張期日前実施 

H26 衆院選 １回（午前 10 時） 不明 ※ 出張期日前実施 

H27 県議選 

２回（午前 10 時、午後１時） 

3 人 

（午前 3 人、午後 0 人） 

有権者数 38 人 

（直近の定時登録） 

H28 参院選 5 人 

（午前 4 人、午後 1 人） 

有権者数 28 人 

（直近の定時登録） 

 

 

平成２８年参院選時の周知文 

 

 

利用者数は５名（対象区域の有権者数：２８人）であり、運転士の記録により管理している。 

移動支援に従事する人員や事務量に対して利用者数が少ないため、今後は、効率的な実施が課題とな

っている。 

 

  

取組の実績・効果 
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